
JP 2006-9131 A5 2007.7.26

【 公 報 種 別 】 特 許 法 第 １ ７ 条 の ２ の 規 定 に よ る 補 正 の 掲 載
【 部 門 区 分 】 第 ３ 部 門 第 ４ 区 分
【 発 行 日 】 平 成 19年 7月 26日 (2007.7.26)
　
【 公 開 番 号 】 特 開 2006-9131(P2006-9131A)
【 公 開 日 】 平 成 18年 1月 12日 (2006.1.12)
【 年 通 号 数 】 公 開 ・ 登 録 公 報 2006-002
【 出 願 番 号 】 特 願 2004-192061(P2004-192061)
【 国 際 特 許 分 類 】
                        Ｃ ２ ３ ＣＣ ２ ３ ＣＣ ２ ３ ＣＣ ２ ３ ＣＣ ２ ３ ＣＣ ２ ３ ＣＣ ２ ３ ＣＣ ２ ３ Ｃ   18/18     (2006.01)  18/18     (2006.01)  18/18     (2006.01)  18/18     (2006.01)  18/18     (2006.01)  18/18     (2006.01)  18/18     (2006.01)  18/18     (2006.01)
                        Ｃ ２ ３ ＣＣ ２ ３ ＣＣ ２ ３ ＣＣ ２ ３ ＣＣ ２ ３ ＣＣ ２ ３ ＣＣ ２ ３ ＣＣ ２ ３ Ｃ   18/31     (2006.01)  18/31     (2006.01)  18/31     (2006.01)  18/31     (2006.01)  18/31     (2006.01)  18/31     (2006.01)  18/31     (2006.01)  18/31     (2006.01)
                        Ｈ ０ １ ＬＨ ０ １ ＬＨ ０ １ ＬＨ ０ １ ＬＨ ０ １ ＬＨ ０ １ ＬＨ ０ １ ＬＨ ０ １ Ｌ   21/768    (2006.01)  21/768    (2006.01)  21/768    (2006.01)  21/768    (2006.01)  21/768    (2006.01)  21/768    (2006.01)  21/768    (2006.01)  21/768    (2006.01)
【 Ｆ Ｉ 】
   Ｃ ２ ３ Ｃ   18/18          
   Ｃ ２ ３ Ｃ   18/31          Ｅ
   Ｈ ０ １ Ｌ   21/90          Ａ
　
【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 6月 7日 (2007.6.7)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 表 面 に 配 線 用 凹 部 を 形 成 し 配 線 材 料 を 該 配 線 用 凹 部 内 へ 埋 め 込 み つ つ 成 膜 し た 基 板 を 用
意 し 、
　 該 凹 部 内 以 外 の 余 剰 な 配 線 材 料 を 化 学 的 機 械 研 磨 に よ り 除 去 し て 該 凹 部 内 の 配 線 材 料 を
配 線 と 成 し 、
　 前 記 研 磨 直 後 に 基 板 の 表 面 を 洗 浄 液 に 接 触 さ せ て 研 磨 残 渣 と 配 線 表 面 の 酸 化 膜 を 除 去 し
、
　 前 記 洗 浄 液 に 接 触 さ せ た 基 板 表 面 を 触 媒 処 理 液 に 接 触 さ せ て 前 記 配 線 の 表 面 に 触 媒 を 付
与 し 、
　 前 記 触 媒 を 付 与 し た 基 板 表 面 を 洗 浄 し た 後 、 乾 燥 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 基 板 処 理 方 法
。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 乾 燥 さ せ た 基 板 を 、 内 部 の 雰 囲 気 を 制 御 し た 保 管 容 器 内 に 保 管 す る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 １ 記 載 の 基 板 処 理 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 触 媒 を 付 与 し た 基 板 表 面 の 洗 浄 を 、 キ レ ー ト 剤 を 含 む 薬 液 で 洗 浄 し 、 そ の 後 純 水 で
リ ン ス す る こ と に よ っ て 行 う こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の 基 板 処 理 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 保 管 容 器 は 、 内 部 の 湿 度 、 温 度 、 酸 素 濃 度 及 び 空 中 に 浮 遊 す る 汚 染 物 質 の 少 な く と
も 一 つ を 制 御 可 能 で あ り 、 開 閉 自 在 な 密 閉 容 器 か ら な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２

記 載 の 基 板 処 理 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 触 媒 処 理 液 と し て 、 触 媒 金 属 イ オ ン を 含 む 溶 液 に 前 記 洗 浄 液 を 混 合 し た も の を 使 用
す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 の い ず れ か に 記 載 の 基 板 処 理 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】

ま た は
３

４



　 基 板 の 表 面 に 形 成 し た 埋 込 み 配 線 の 表 面 に 保 護 膜 を 選 択 的 に 形 成 す る に 際 し 、
　 配 線 の 表 面 に 予 め 触 媒 を 付 与 し た 基 板 を 無 電 解 め っ き 装 置 の 装 置 フ レ ー ム 内 に 搬 入 し 、
前 記 装 置 フ レ ー ム 内 に 搬 入 し た 基 板 の 配 線 の 表 面 に 無 電 解 め っ き に よ り 保 護 膜 を 直 接 形 成
す る こ と を 特 徴 と す る 基 板 処 理 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 無 電 解 め っ き 装 置 の 装 置 フ レ ー ム 内 に 搬 入 す る 基 板 を 、 搬 入 直 前 に 内 部 の 雰 囲 気 を
制 御 し た 保 管 容 器 内 に 保 管 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 記 載 の 基 板 処 理 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 保 護 膜 を 形 成 し た 基 板 を 更 に 後 処 理 し て 乾 燥 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ま た は
記 載 の 基 板 処 理 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 基 板 の 後 処 理 は 、 基 板 の 非 金 属 表 面 に 残 留 す る 不 純 物 を 選 択 的 に 除 去 す る 薬 液 洗 浄
処 理 ま た は エ ッ チ ン グ 処 理 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 記 載 の 基 板 処 理 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 基 板 の 後 処 理 は 、 基 板 の 非 金 属 表 面 に 残 留 す る 不 純 物 を 選 択 的 に 除 去 ま た は 改 質 す
る プ ラ ズ マ 処 理 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 記 載 の 基 板 処 理 方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 表 面 に 配 線 用 凹 部 を 形 成 し 配 線 材 料 を 該 配 線 用 凹 部 内 へ 埋 め 込 み つ つ 成 膜 し た 基 板 を 用
意 し 、
　 該 凹 部 内 以 外 の 余 剰 な 配 線 材 料 を 化 学 的 機 械 研 磨 に よ り 除 去 し て 該 凹 部 内 の 配 線 材 料 を
配 線 と 成 し 、
　 前 記 研 磨 直 後 に 基 板 の 表 面 を 洗 浄 液 に 接 触 さ せ て 研 磨 残 渣 と 配 線 表 面 の 酸 化 膜 を 除 去 し
、
　 前 記 洗 浄 液 に 接 触 さ せ た 基 板 表 面 を 触 媒 処 理 液 に 接 触 さ せ て 前 記 配 線 の 表 面 に 触 媒 を 付
与 し 、
　 前 記 触 媒 を 付 与 し た 基 板 表 面 を 洗 浄 し た 後 、 基 板 の 前 記 配 線 の 表 面 に 無 電 解 め っ き に よ
り 保 護 膜 を 直 接 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 基 板 処 理 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 触 媒 を 付 与 し た 基 板 表 面 の 洗 浄 を 、 キ レ ー ト 剤 を 含 む 薬 液 で 洗 浄 し 、 そ の 後 純 水 で
リ ン ス す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 記 載 の 基 板 処 理 方 法 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 触 媒 を 付 与 し 表 面 を 洗 浄 し た 基 板 を 、 洗 浄 直 後 に 乾 燥 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 記 載 の 基 板 処 理 方 法 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 乾 燥 し た 基 板 を 、 配 線 の 表 面 に 無 電 解 め っ き に よ り 保 護 膜 を 直 接 形 成 す る 直 前 ま で
内 部 の 雰 囲 気 を 制 御 し た 保 管 容 器 内 に 保 管 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 記 載 の 基 板 処
理 方 法 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 表 面 に 配 線 用 凹 部 を 形 成 し 配 線 材 料 を 該 配 線 用 凹 部 内 へ 埋 め 込 み つ つ 成 膜 し た 基 板 の 該
凹 部 内 以 外 の 余 剰 な 配 線 材 料 を 除 去 し て 配 線 を 形 成 す る 化 学 的 機 械 研 磨 ユ ニ ッ ト と 、
　 基 板 の 表 面 を 洗 浄 液 に 接 触 さ せ て 研 磨 残 渣 と 配 線 表 面 の 酸 化 膜 を 除 去 す る 第 １ 洗 浄 ユ ニ
ッ ト と 、
　 前 記 基 板 表 面 を 触 媒 処 理 液 に 接 触 さ せ て 配 線 の 表 面 に 触 媒 を 付 与 す る 触 媒 付 与 ユ ニ ッ ト
と 、
　 前 記 触 媒 を 付 与 し た 基 板 表 面 を 洗 浄 し て 触 媒 金 属 残 渣 を 除 去 す る 第 ２ 洗 浄 ユ ニ ッ ト と 、
　 前 記 触 媒 を 付 与 し 洗 浄 し た 基 板 表 面 を 乾 燥 さ せ る ユ ニ ッ ト を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 基
板 処 理 装 置 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 触 媒 処 理 液 と し て 、 触 媒 金 属 イ オ ン を 含 む 溶 液 に 前 記 洗 浄 液 を 混 合 し た も の を 使 用
す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 記 載 の 基 板 処 理 装 置 。
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【 請 求 項 １ ７ 】
　 異 な る 装 置 内 で 予 め 触 媒 を 付 与 し た 配 線 の 表 面 に 無 電 解 め っ き に よ り 保 護 膜 を 選 択 的 に
形 成 す る 無 電 解 め っ き ユ ニ ッ ト を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 基 板 処 理 装 置 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 表 面 に 配 線 用 凹 部 を 形 成 し 配 線 材 料 を 該 配 線 用 凹 部 内 へ 埋 め 込 み つ つ 成 膜 し た 基 板 の 該
凹 部 内 以 外 の 余 剰 な 配 線 材 料 を 除 去 し て 配 線 を 形 成 す る 化 学 的 機 械 研 磨 ユ ニ ッ ト と 、 基 板
の 表 面 を 洗 浄 液 に 接 触 さ せ て 研 磨 残 渣 と 配 線 表 面 の 酸 化 膜 を 除 去 す る 第 １ 洗 浄 ユ ニ ッ ト と
、 前 記 基 板 表 面 を 触 媒 処 理 液 に 接 触 さ せ て 配 線 の 表 面 に 触 媒 を 付 与 す る 触 媒 付 与 ユ ニ ッ ト
と 、 前 記 触 媒 を 付 与 し た 基 板 表 面 を 洗 浄 し て 触 媒 金 属 残 渣 を 除 去 す る 第 ２ 洗 浄 ユ ニ ッ ト と
、 前 記 触 媒 を 付 与 し 洗 浄 し た 基 板 表 面 を 乾 燥 さ せ る ユ ニ ッ ト と を 備 え た 化 学 的 機 械 研 磨 装
置 と 、
　 前 記 触 媒 を 付 与 し た 基 板 を 、 内 部 の 雰 囲 気 を 制 御 し て 内 部 に 保 管 し 搬 送 す る 保 管 容 器 と
、
　 前 記 保 管 容 器 内 に 保 管 し 搬 送 し た 基 板 の 配 線 の 表 面 に 無 電 解 め っ き に よ り 保 護 膜 を 選 択
的 に 形 成 す る 無 電 解 め っ き ユ ニ ッ ト を 備 え た 無 電 解 め っ き 装 置 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る
基 板 処 理 装 置 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 表 面 に 配 線 用 凹 部 を 形 成 し 配 線 材 料 を 該 配 線 用 凹 部 内 へ 埋 め 込 み つ つ 成 膜 し た 基 板 の 該
凹 部 内 以 外 の 余 剰 な 配 線 材 料 を 除 去 し て 配 線 を 形 成 す る 化 学 的 機 械 研 磨 ユ ニ ッ ト と 、
　 基 板 の 表 面 を 洗 浄 液 に 接 触 さ せ て 研 磨 残 渣 と 配 線 表 面 の 酸 化 膜 を 除 去 す る 第 １ 洗 浄 ユ ニ
ッ ト と 、
　 前 記 基 板 表 面 を 触 媒 処 理 液 に 接 触 さ せ て 配 線 の 表 面 に 触 媒 を 付 与 す る 触 媒 付 与 ユ ニ ッ ト
と 、
　 前 記 触 媒 を 付 与 し た 基 板 表 面 を 洗 浄 し て 触 媒 金 属 残 渣 を 除 去 す る 第 ２ 洗 浄 ユ ニ ッ ト と 、
　 基 板 の 配 線 の 表 面 に 無 電 解 め っ き に よ り 保 護 膜 を 選 択 的 に 形 成 す る 無 電 解 め っ き ユ ニ ッ
ト と 、
　 基 板 を 乾 燥 さ せ る ユ ニ ッ ト を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 基 板 処 理 装 置 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 記 触 媒 を 付 与 し た 基 板 表 面 の 洗 浄 を 、 純 水 で リ ン ス す る こ と 。
　 請 求 項 に 記 載 の 発 明 は 、 前 記 触 媒 を 付 与 し た 基 板 表 面 の 洗 浄 を 、 キ レ ー ト 剤 を 含 む 薬
液 で 洗 浄 し 、 そ の 後 純 水 で リ ン ス す る こ と に よ っ て 行 う こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は
２ 記 載 の 基 板 処 理 方 法 で あ る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 請 求 項 に 記 載 の 発 明 は 、 前 記 保 管 容 器 は 、 内 部 の 湿 度 、 温 度 、 酸 素 濃 度 及 び 空 中 に 浮
遊 す る 汚 染 物 質 の 少 な く と も 一 つ を 制 御 可 能 で あ り 、 開 閉 自 在 な 密 閉 容 器 か ら な る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の 基 板 処 理 方 法 で あ る 。
　 こ れ に よ り 、 保 管 容 器 の 内 部 を 外 部 か ら 遮 断 し て 、 例 え ば 銅 か ら な る 配 線 の 表 面 や 内 部
状 態 が 変 化 す る こ と を 有 効 に 防 止 で き る よ う に 制 御 し て 、 め っ き 処 理 前 の 基 板 の 状 態 を 安
定 化 ま た は 改 良 す る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ４ 】

(3) JP 2006-9131 A5 2007.7.26

前 が 好 ま し い
３

４

ま た は ３



【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 請 求 項 に 記 載 の 発 明 は 、 前 記 触 媒 処 理 液 と し て 、 触 媒 金 属 イ オ ン を 含 む 溶 液 に 前 記 洗
浄 液 を 混 合 し た も の を 使 用 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 の い ず れ か に 記 載 の 基 板
処 理 方 法 で あ る 。
　 こ の よ う に 、 触 媒 処 理 液 と し て 、 触 媒 金 属 イ オ ン を 含 む 溶 液 に 洗 浄 液 を 混 合 し た も の を
使 用 す る こ と で 、 Ｃ Ｍ Ｐ 後 の 基 板 の 洗 浄 液 （ 薬 液 ） に よ る 洗 浄 と 、 配 線 の 表 面 へ の 触 媒 処
理 液 に よ る 触 媒 付 与 と を ク ロ ス コ ン タ ミ ネ ー シ ョ ン の 程 度 を 軽 減 し つ つ 、 同 じ ユ ニ ッ ト で
連 続 し て 行 う こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 請 求 項 に 記 載 の 発 明 は 、 基 板 の 表 面 に 形 成 し た 埋 込 み 配 線 の 表 面 に 保 護 膜 を 選 択 的 に
形 成 す る に 際 し 、 配 線 の 表 面 に 予 め 触 媒 を 付 与 し た 基 板 を 無 電 解 め っ き 装 置 の 装 置 フ レ ー
ム 内 に 搬 入 し 、 前 記 装 置 フ レ ー ム 内 に 搬 入 し た 基 板 の 配 線 の 表 面 に 無 電 解 め っ き に よ り 保
護 膜 を 直 接 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 基 板 処 理 方 法 で あ る 。
　 こ の よ う に 、 無 電 解 め っ き 装 置 の 内 部 で 、 触 媒 付 与 処 理 を 行 う こ と な く 、 基 板 の 配 線 の
表 面 に 無 電 解 め っ き に よ り 保 護 膜 を 直 接 形 成 す る こ と で 、 め っ き 処 理 の ス ル ー プ ッ ト を 向
上 さ せ 、 し か も 無 電 解 め っ き 装 置 の 内 部 に 前 処 理 ユ ニ ッ ト を 設 置 す る 必 要 を な く し て 、 装
置 と し て の フ ッ ト プ リ ン ト を 小 さ く す る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 請 求 項 に 記 載 の 発 明 は 、 前 記 無 電 解 め っ き 装 置 の 装 置 フ レ ー ム 内 に 搬 入 す る 基 板 を 、
搬 入 直 前 に 内 部 の 雰 囲 気 を 制 御 し た 保 管 容 器 内 に 保 管 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 記 載
の 基 板 処 理 方 法 で あ る 。
　 請 求 項 に 記 載 の 発 明 は 、 保 護 膜 を 形 成 し た 基 板 を 更 に 後 処 理 し て 乾 燥 さ せ る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 ま た は 記 載 の 基 板 処 理 方 法 で あ る 。
　 請 求 項 に 記 載 の 発 明 は 、 前 記 基 板 の 後 処 理 は 、 基 板 の 非 金 属 表 面 に 残 留 す る 不 純 物 を
選 択 的 に 除 去 す る 薬 液 洗 浄 処 理 ま た は エ ッ チ ン グ 処 理 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 記
載 の 基 板 処 理 方 法 で あ る 。
　 こ れ に よ り 、 層 間 絶 縁 膜 上 の 金 属 微 粒 子 な ど の め っ き 残 留 物 を 確 実 に 除 去 し て 、 無 電 解
め っ き の 選 択 性 を 一 層 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 請 求 項 に 記 載 の 発 明 は 、 前 記 基 板 の 後 処 理 は 、 基 板 の 非 金 属 表 面 に 残 留 す る 不 純 物
を 選 択 的 に 除 去 ま た は 改 質 す る プ ラ ズ マ 処 理 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 記 載 の 基 板
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処 理 方 法 で あ る 。
【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 記 乾 燥 後 に 、 保 護 膜 の 膜 厚 及 び 膜 質 の 少 な く と も 一 方 を 測 定 し 、 こ の 測 定 値 と 目 標 値
と を 比 較 し て 前 記 無 電 解 め っ き 装 置 に お け る 無 電 解 め っ き の 処 理 条 件 を 調 整 す る こ と

。
　 こ れ に よ り 、 例 え ば 配 線 の 表 面 に 形 成 し た 保 護 膜 の 膜 厚 を 測 定 し 、 こ の 測 定 値 と 目 標 値
と の 差 に 応 じ て 、 例 え ば 次 の 基 板 に 対 す る め っ き 処 理 の 処 理 時 間 を 調 整 す る こ と で 、 配 線
の 表 面 に 形 成 さ れ る 保 護 膜 の 膜 厚 を 制 御 す る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 請 求 項 に 記 載 の 発 明 は 、 表 面 に 配 線 用 凹 部 を 形 成 し 配 線 材 料 を 該 配 線 用 凹 部 内 へ 埋
め 込 み つ つ 成 膜 し た 基 板 を 用 意 し 、 該 凹 部 内 以 外 の 余 剰 な 配 線 材 料 を 化 学 的 機 械 研 磨 に よ
り 除 去 し て 該 凹 部 内 の 配 線 材 料 を 配 線 と 成 し 、 前 記 研 磨 直 後 に 基 板 の 表 面 を 洗 浄 液 に 接 触
さ せ て 研 磨 残 渣 と 配 線 表 面 の 酸 化 膜 を 除 去 し 、 前 記 洗 浄 液 に 接 触 さ せ た 基 板 表 面 を 触 媒 処
理 液 に 接 触 さ せ て 前 記 配 線 の 表 面 に 触 媒 を 付 与 し 、 前 記 触 媒 を 付 与 し た 基 板 表 面 を 洗 浄 し
た 後 、 基 板 の 前 記 配 線 の 表 面 に 無 電 解 め っ き に よ り 保 護 膜 を 直 接 形 成 す る こ と を 特 徴 と す
る 基 板 処 理 方 法 で あ る 。
【 手 続 補 正 １ ０ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 記 触 媒 を 付 与 し た 基 板 表 面 の 洗 浄 を 、 純 水 で リ ン ス す る こ と 。
　 請 求 項 に 記 載 の 発 明 は 、 前 記 触 媒 を 付 与 し た 基 板 表 面 の 洗 浄 を 、 キ レ ー ト 剤 を 含 む
薬 液 で 洗 浄 し 、 そ の 後 純 水 で リ ン ス す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 記 載 の 基 板 処 理 方 法
で あ る 。
【 手 続 補 正 １ １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 請 求 項 に 記 載 の 発 明 は 、 前 記 触 媒 を 付 与 し 表 面 を 洗 浄 し た 基 板 を 、 洗 浄 直 後 に 乾 燥
さ せ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 記 載 の 基 板 処 理 方 法 で あ る 。
　 請 求 項 に 記 載 の 発 明 は 、 前 記 乾 燥 し た 基 板 を 、 配 線 の 表 面 に 無 電 解 め っ き に よ り 保
護 膜 を 直 接 形 成 す る 直 前 ま で 内 部 の 雰 囲 気 を 制 御 し た 保 管 容 器 内 に 保 管 す る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 記 載 の 基 板 処 理 方 法 で あ る 。
【 手 続 補 正 １ ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ７
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【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 請 求 項 に 記 載 の 発 明 は 、 表 面 に 配 線 用 凹 部 を 形 成 し 配 線 材 料 を 該 配 線 用 凹 部 内 へ 埋
め 込 み つ つ 成 膜 し た 基 板 の 該 凹 部 内 以 外 の 余 剰 な 配 線 材 料 を 除 去 し て 配 線 を 形 成 す る 化 学
的 機 械 研 磨 ユ ニ ッ ト と 、 基 板 の 表 面 を 洗 浄 液 に 接 触 さ せ て 研 磨 残 渣 と 配 線 表 面 の 酸 化 膜 を
除 去 す る 第 １ 洗 浄 ユ ニ ッ ト と 、 前 記 基 板 表 面 を 触 媒 処 理 液 に 接 触 さ せ て 配 線 の 表 面 に 触 媒
を 付 与 す る 触 媒 付 与 ユ ニ ッ ト と 、 前 記 触 媒 を 付 与 し た 基 板 表 面 を 洗 浄 し て 触 媒 金 属 残 渣 を
除 去 す る 第 ２ 洗 浄 ユ ニ ッ ト と 、 前 記 触 媒 を 付 与 し 洗 浄 し た 基 板 表 面 を 乾 燥 さ せ る ユ ニ ッ ト
を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 基 板 処 理 装 置 で あ る 。
【 手 続 補 正 １ ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 請 求 項 に 記 載 の 発 明 は 、 前 記 触 媒 処 理 液 と し て 、 触 媒 金 属 イ オ ン を 含 む 溶 液 に 前 記
洗 浄 液 を 混 合 し た も の を 使 用 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 記 載 の 基 板 処 理 装 置 で あ る
。
　 記 第 １ 洗 浄 ユ ニ ッ ト と 前 記 触 媒 付 与 ユ ニ ッ ト を 一 つ の ユ ニ ッ ト に 統 合 し 。
　 記 第 １ 洗 浄 ユ ニ ッ ト 、 前 記 触 媒 付 与 ユ ニ ッ ト 及 び 前 記 第 ２ 洗 浄 ユ ニ ッ ト を 一 つ の ユ ニ
ッ ト に 統 合 し 。
【 手 続 補 正 １ ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 請 求 項 に 記 載 の 発 明 は 、 異 な る 装 置 内 で 予 め 触 媒 を 付 与 し た 配 線 の 表 面 に 無 電 解 め
っ き に よ り 保 護 膜 を 選 択 的 に 形 成 す る 無 電 解 め っ き ユ ニ ッ ト を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 基
板 処 理 装 置 で あ る 。
　 っ き 後 の 基 板 の 後 処 理 を 行 う 後 処 理 ユ ニ ッ ト を 更 に 有 。
　 記 保 護 膜 の 膜 厚 及 び 膜 質 の 少 な く と も 一 方 を 測 定 す る 測 定 ユ ニ ッ ト を 更 に 有

。
【 手 続 補 正 １ ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 請 求 項 に 記 載 の 発 明 は 、 表 面 に 配 線 用 凹 部 を 形 成 し 配 線 材 料 を 該 配 線 用 凹 部 内 へ 埋
め 込 み つ つ 成 膜 し た 基 板 の 該 凹 部 内 以 外 の 余 剰 な 配 線 材 料 を 除 去 し て 配 線 を 形 成 す る 化 学
的 機 械 研 磨 ユ ニ ッ ト と 、 基 板 の 表 面 を 洗 浄 液 に 接 触 さ せ て 研 磨 残 渣 と 配 線 表 面 の 酸 化 膜 を
除 去 す る 第 １ 洗 浄 ユ ニ ッ ト と 、 前 記 基 板 表 面 を 触 媒 処 理 液 に 接 触 さ せ て 配 線 の 表 面 に 触 媒
を 付 与 す る 触 媒 付 与 ユ ニ ッ ト と 、 前 記 触 媒 を 付 与 し た 基 板 表 面 を 洗 浄 し て 触 媒 金 属 残 渣 を
除 去 す る 第 ２ 洗 浄 ユ ニ ッ ト と 、 前 記 触 媒 を 付 与 し 洗 浄 し た 基 板 表 面 を 乾 燥 さ せ る ユ ニ ッ ト
と を 備 え た 化 学 的 機 械 研 磨 装 置 と 、 前 記 触 媒 を 付 与 し た 基 板 を 、 内 部 の 雰 囲 気 を 制 御 し て
内 部 に 保 管 し 搬 送 す る 保 管 容 器 と 、 前 記 保 管 容 器 内 に 保 管 し 搬 送 し た 基 板 の 配 線 の 表 面 に
無 電 解 め っ き に よ り 保 護 膜 を 選 択 的 に 形 成 す る 無 電 解 め っ き ユ ニ ッ ト を 備 え た 無 電 解 め っ
き 装 置 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 基 板 処 理 装 置 で あ る 。
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　 こ の よ う に 、 化 学 的 機 械 研 磨 装 置 と 無 電 解 め っ き 装 置 と の 間 で 基 板 を 乾 燥 す る 際 、 内 部
の 雰 囲 気 を 制 御 し た 保 管 容 器 を 使 用 す る こ と に よ り 、 め っ き 処 理 前 の 基 板 の 状 態 の 安 定 化
ま た は 改 良 す る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 １ ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ １ 】
　 請 求 項 に 記 載 の 発 明 は 、 表 面 に 配 線 用 凹 部 を 形 成 し 配 線 材 料 を 該 配 線 用 凹 部 内 へ 埋
め 込 み つ つ 成 膜 し た 基 板 の 該 凹 部 内 以 外 の 余 剰 な 配 線 材 料 を 除 去 し て 配 線 を 形 成 す る 化 学
的 機 械 研 磨 ユ ニ ッ ト と 、 基 板 の 表 面 を 洗 浄 液 に 接 触 さ せ て 研 磨 残 渣 と 配 線 表 面 の 酸 化 膜 を
除 去 す る 第 １ 洗 浄 ユ ニ ッ ト と 、 前 記 基 板 表 面 を 触 媒 処 理 液 に 接 触 さ せ て 配 線 の 表 面 に 触 媒
を 付 与 す る 触 媒 付 与 ユ ニ ッ ト と 、 前 記 触 媒 を 付 与 し た 基 板 表 面 を 洗 浄 し て 触 媒 金 属 残 渣 を
除 去 す る 第 ２ 洗 浄 ユ ニ ッ ト と 、 基 板 の 配 線 の 表 面 に 無 電 解 め っ き に よ り 保 護 膜 を 選 択 的 に
形 成 す る 無 電 解 め っ き ユ ニ ッ ト と 、 基 板 を 乾 燥 さ せ る ユ ニ ッ ト を 有 す る こ と を 特 徴 と す る
基 板 処 理 装 置 で あ る 。
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